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シンポジウム

北法65（6・56）1702

モ
ネ
教
授
の
講
演
に
対
す
る
コ
メ
ン
ト
（
二
）

篠　

森　

大　

輔

　

モ
ネ
教
授
は
、
札
幌
に
引
き
続
き
、
横
浜
（
二
〇
一
四
年
一
〇
月
三
〇
日
・
神
奈
川
大
学
法
学
部
）
で
も
同
一
テ
ー
マ
の
講
演
を
さ
れ
た
。

横
浜
で
の
質
疑
の
う
ち
、
上
記
の
藤
原
教
授
の
コ
メ
ン
ト
と
は
異
な
る
視
点
の
も
の
を
か
い
つ
ま
ん
で
記
し
て
お
き
た
い
。

一
．
講
演
で
は
、
家
族
企
業
の
経
営
者
が
予
期
せ
ぬ
死
亡
を
し
た
場
合
（
講
演
目
次
Ⅰ
）、
お
よ
び
、
経
営
者
が
家
族
企
業
承
継
の
た
め
の

事
前
の
準
備
を
し
て
い
た
場
合
（
同
Ⅱ
）
に
つ
い
て
、
相
続
法
上
の
対
応
が
そ
れ
ぞ
れ
説
明
さ
れ
た
。
実
際
に
は
、
両
者
の
う
ち
い
ず
れ
が

よ
く
行
わ
れ
る
も
の
か
。
フ
ラ
ン
ス
の
農
家
相
続
の
例
に
な
ら
う
と
す
れ
ば
、
後
者
が
原
則
的
形
態
と
予
想
さ
れ
る
。

　
（
モ
ネ
教
授
の
回
答
）
た
し
か
に
、
フ
ラ
ン
ス
に
は
農
家
相
続
に
関
す
る
経
験
が
あ
る
。
し
か
し
、
経
営
者
の
死
亡
は
突
然
訪
れ
る
も
の

で
あ
る
。
家
族
企
業
の
経
営
者
が
事
前
に
準
備
す
る
ケ
ー
ス
は
そ
れ
ほ
ど
多
い
も
の
で
は
な
い
。

二
．
家
族
企
業
の
ス
ム
ー
ズ
な
承
継
に
は
、
経
営
者
の
死
亡
に
よ
る
承
継
よ
り
も
、
引
退
に
よ
る
承
継
の
方
が
望
ま
し
い
。
経
営
に
利
用
さ

れ
て
い
る
経
営
者
の
個
人
財
産
を
一
体
的
に
後
継
者
に
承
継
さ
せ
る
家
族
協
定
（pacte de fam

ille

）
を
結
ぶ
こ
と
は
、
家
族
内
で
対
立

す
る
利
害
や
感
情
的
葛
藤
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
非
常
に
難
度
の
高
い
も
の
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ほ
か
な
ら
ぬ
経
営

者
自
身
が
、
自
ら
の
財
産
と
仕
事
を
手
放
す
こ
と
か
ら
生
じ
る
余
生
へ
の
不
安
を
感
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
家
族
企
業
の
承
継
は
、
相

続
法
領
域
に
と
ど
ま
ら
な
い
総
合
的
な
施
策
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
（
回
答
）
家
族
企
業
を
承
継
さ
せ
た
経
営
者
へ
の
年
金
制
度
は
用
意
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
経
営
者
は
自
分
の
余
生
へ
の
不
安
を
も
っ

て
い
る
。
経
営
者
に
と
っ
て
は
、
家
族
企
業
を
家
族
内
で
承
継
さ
せ
る
よ
り
も
、
他
人
に
譲
渡
す
る
方
が
簡
単
で
、
経
済
的
に
有
利
で
あ
る
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か
ら
、
経
営
者
が
家
族
内
で
の
承
継
に
消
極
的
な
こ
と
は
多
い
。


